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市
・
県
民
税
の
年
金
か
ら
の
 

引
き
落
と
し
開
始
の
お
知
ら
せ
 

平
成
21
年
度
の
市
・
県
民
税
は
、第
1
期
、第
2
期
ま
で
普
通
徴
収（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）で
納
税
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、10
月
の
年
金
支
給
時
よ
り
、年
金
か
ら
の
特
別
徴
収（
引
き
落
と
し
）が
開
始
さ
れ
ま
す
。
 

　
家
庭
の
事
情
で
、
年
金
か

ら
の
引
き
落
と
し
は
困
る
の

で
す
が
 

 

　
本
人
の
希
望
で
納
税
方
法

を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
家
族
が
急
に
病
気

に
な
っ
た
な
ど
、
引
き
落
と
さ
れ
る

と
困
る
よ
う
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 

　
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
途
中
で
保
険
料
が
変
更
に

な
り
、
普
通
徴
収
に
な
っ
た
場
合
、
 

市
・
県
民
税
は
ど
う
な
り
ま
す
か
 

 

　
市
・
県
民
税
に
つ
い
て
も

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。
 

　
ほ
か
に
も
、
年
金
に
係
る
市
・
県

民
税
額
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
や
年

度
途
中
で
川
口
市
か
ら
転
出
し
た
と

き
、
公
的
年
金
の
支
払
い
が
中
止
さ

れ
た
と
き
な
ど
に
も
、
普
通
徴
収
と

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は

納
税
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
 

　
公
的
年
金
以
外
に
も
所
得

が
あ
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う

に
納
め
る
の
で
す
か
 

 

　
市
・
県
民
税
が
年
金
か
ら

の
引
き
落
と
し
の
対
象
と
な

る
か
た
で
、
公
的
年
金
以
外
の
所
得

が
あ
る
場
合
、
納
税
方
法
は
原
則
と

し
て
所
得
の
種
類
に
応
じ
て
次
の
と

お
り
で
す
。
 

・
年
金
か
ら
計
算
し
た
税
額
 

　
蝸
公
的
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
 

・
給
与
か
ら
計
算
し
た
税
額
 

　
蝸
給
与
か
ら
引
き
落
と
し
 

・
そ
の
ほ
か
の
所
得
か
ら
計
算
し
た

税
額
 

　
蝸
普
通
徴
収
 

 

　
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し

が
始
ま
る
と
、
も
う
税
金
の

申
告
は
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
 

 

　
税
金
の
申
告
は
必
要
で
す
。

所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
か
た

は
、
確
定
申
告
書
、
市
・
県
民
税
の

み
が
課
税
さ
れ
る
か
た
は
、
市
・
県

民
税
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
…
市
民
税
課
　
市
民
税
第
1
〜
4
係
 

 
 
 
 
 
 
蘂（
259
）7
6
3
4
〜
6
・（
259
）7
2
4
5

引き落としとなるかたは公的年金受給者で次のすべてに当てはまるかたです。 
○平成21年4月1日現在で65歳以上のかた（昭和19年4月2日以前生まれのかた） 
○年金に係る市・県民税が課税されているかた 
○介護保険料が年金から引き落とされているかた 

［例］ 

① 

　公的年金から特別徴収の方法に 
よって徴収する額及び徴収月 特別徴収を行う公的年金の支払者の名称及び種類 
徴　収　月 特 別 徴 収 税 額 
平成２１年１０月 

支払者の名称 社会保険庁 

平成２１年１２月 
平成２２年２月 

4900
4800
4800

（円） 

滷 徴　収　月 仮特別徴収税額 
平成２２年４月 
平成２２年６月 
平成２２年８月 

4800
4800
4800

（円） 

澆 徴　収　月 特 別 徴 収 税 額 
＊＊＊＊＊＊＊ 
＊＊＊＊＊＊＊ 
＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

（円） 

公的年金の種類 老齢基礎年金 

10月から来年2月までの引き落とし税額 

来年4月から8月までの 
引き落とし税額 

　公的年金から特別徴収の方法によって徴収する額については、公的年金の支払の際にその
支払者が徴収します。 
　また、あなたが本年度において公的年金から特別徴収の対象者であり、かつ、来年度も引
き続き公的年金の支払を受ける場合は、公的年金の支払者が次の額を特別徴収の方法によっ
て徴収することになりますので、地方税法第321条の7の8の規定によって通知します。 

　なお、あなたが昨年度から引き続き公的年金からの特別徴収の対象である場合は、昨年度の通
知書において通知した次の額を、特別徴収の方法によって徴収します。 

《徴収税額の確認方法》 
市から送付済みの「平成21年度市民税・県民税税額決定・納税通知書」の3枚目で、徴収月と
徴収税額を確認することができます。以下はその例です。 


